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１. 組織の概要
　(１)．会社概要

事 業 者 名 ： 壬生産業　株式会社　

代表取締役社長： 田中　豊

対象事業所 ： 本社：〒438-0803 静岡県磐田市富丘156番6

TEL 0538-37-5326 Fax 0538-37-5961

： 掛川営業所：〒436-0043 静岡県掛川市大池2913-3

TEL 0537-25-6090 Fax 0537-25-6091

設立 ： 昭和６０年２月１６日 ( 1985年 )

資 本 金 ： ２，０９８万円

事業規模

売上高

従 業 員 数 8 8

敷地面積

延床面積

受託した産業廃棄物収集運搬実績（2020年８月～2022年7月）

保有収集車輌

ダンプトラック：　10ｔ車　1台、　4ｔ車　1台、　　3ｔ車　3台

平ボディ車　　：　　3ｔ車　1台

＊決算期は８月１日～翌年の７月３１日

＊面積は2020年度より掛川営業所開設にともない増加した

地域指定 ： 本社：住宅地域 掛川営業所：住宅地域

環境管理責任者： 環境管理責任者：掛川営業所長　森田　正治 担当者　堀内　敬子

及び担当者・連絡先 TEL：0537-25-6090

　(２)．沿革

昭和60年2月 ： 静岡県磐田市にて創業

平成3年１月 ： 磐田市富丘148番地3に本社移転

平成17年4月 ： 磐田市富丘156番地6に本社移転

令和2年11月 ： 掛川市大池2913-3に掛川営業所開設

　(３)．事業内容

①建設業 静岡県知事許可 ( 特-29 ) 第21559号

許可年月日 平成30年1月7日 有効期限　令和5年１月6日

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、

しゅんせつ工事業、塗装工事業・水道施設工事業

その他許可事業

987.20

２０20年度（ｔ） 2021年度（ｔ）

コンクリートガラ

アスファルトガラ

2,635.03 556.80

2021年度

483

1,856.4

184.8 184.8

廃棄物種類

1,689.99

名

m
2

m
2

490

単位

1,856.4

2020年度

百万円
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②産業廃棄物収集運搬業 静岡県知事許可 第02201043813号

産業廃棄物の種類

陶器くず(石綿含有廃棄物を除く)・がれき類(石綿含有廃棄物を除く)

紙くず・木くず・繊維くず

③一般貨物自動車運送事業 許可番号：中運自貨物第164号

事業者番号：550001910

　(４)．事業形態

①事業年度 ： ８月１日～翌年の７月３１日

②年間稼働日数 ： 300日

③就業時間 ： 8:00 ～ 17:00 (昼休み 12:00 ～ 13:00 )

　(５)．敷地概要

①本社 ②　掛川営業所

・都市計画法での用途地域指定 無指定地域 準工業地域

・静岡県生活環境の保全等に 騒音 指定なし 騒音 指定なし

　に関する条例での地域指定 水質 太田川水系 水質 太田川水系

（本社） （掛川営業所）

活動：・建設業（土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、

しゅんせつ工事業）

・産業廃棄物収集運搬業

対象組織：全組織

本社

掛川営業所

　（6）認証・登録の対象範囲

廃プラ(石綿含有廃棄物を除く)・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

許可年月日 平成15年7月3日

許可年月日　令和3年11月18日 有効期限　令和8年１１月17日
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２，環境経営方針

１、＜ 基　本　理　念＞

当社は、今後ますます深刻化するであろう、地球温暖化を全社共通の重要課題

と認識し全社一丸となって、環境保全及び環境負荷の低減に積極的、継続的に

取り組みます。

2、 ＜ 行　動　方　針 ＞

1, 環境経営の継続的改善

2， 地球環境保護の為、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進し、

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量の削減に努めます。

3、 社員全員に環境に関しての自覚をうながし、環境保全の意識を高める。

4、 建設資材の省資源、廃棄物の３Ｒ(減量・再使用・再生利用)の推進及び

水資源の節約に努める。

5、 環境に配慮した施工方法の推進及び省エネ、エコ関連工事の拡大を図る。

6、 組織に適用される環境に関係法則等を遵守する。

7、 この環境経営方針は全従業員に周知するとともに、一般に公開致します。

環境経営活動レポートを社内外に公表し、社会とのコミュニケーションを

制定: ２０２０年 ７月 1日

壬生産業株式会社

環　境　経　営　方　針

積極的に行います。

代表取締役社長　田中　豊
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３. 実施体制の構築

　　　（１）環境経営システムを運用・実施する実施体制を構築する。

　環境経営システムの実施体制

対象範囲
（認証・登録範囲）

　　　（２）社長は実施体制における、各自の役割・責任及び権限を以下の通りさだめる。
　　　　　　　①代表取締役社長

　・環境経営方針を策定し全社員に伝達する
　・環境管理責任者・事務局の任命
　・環境経営の構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金等）の提供
　・取組結果全体の評価と見直し・指示を実施
　・環境経営レポート承認と発行
　・実施体制の構築
　

　　　　　　　②環境管理責任者
　・環境システムの構築 ・運用 ・維持
　・環境システムの推進状況把握と代表者への報告
　・環境経営活動の文書作成のチェック及び改定の指示、承認

　　　　　　　③環境事務局
　・環境管理責任者の支援
　・環境経営活動の実積集計
　・環境経営活動の文書の作成

　　　　　　　④全社員
　・環境経営方針の確認と理解
　・環境部門責任者の指示のもと、積極的に環境活動に取り組む

環境事務局

営業・事務工事部・業務
( 掛川営業所も含 )

堀内敬子

代表取締役社長

田中　豊

森田正治

環境管理責任者
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４　環境経営目標　

初年度の活動を行う為、2019年度実績を仮基準年として目標設定を行い活動を推進した、

仮目標値は仮基準の1%削減と定めて活動を行った。2021年度以降の目標は、2020年度に

掛川営業所が開設され使用数量が増加したため、2020年度実績を再度基準とし、

2022年度は2021年度目標値を基準とし「項目別及び年度別の増減率を設定」して、

具体的な数値目標を設定した。

 2019年度
実績値

2020年度
('20/8～21/7)

2021年度
('21/8～'22/7)

2022年度
('22/8～'23/7)

2023年度
('23/8～'24/7)

2024月年度
('24/8～'25/9)

仮基準 仮目標 / 実績 目標/実績 目標 目標 目標

1.0％削減
2020年度より

1％削減
2021年度より

1％削減
2022年度より

1％削減
2023年度より

1％削減

二酸化炭素排出量削減 Ｋｇ－ＣＯ2 仮基準 228,023 234,039 231,698 229,381 227,088

 ( 中電排出係数,2020年調整後) 230,326 236,403 201,157 ー ー ー

0.424 電力使用量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

Kwh 仮基準 7,078 8,126 8,045 7,964 7,885

7,149 8,208 8,193 ー ー ー

化石燃料使用量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

（ 軽油 ） Ｌ 仮基準 77,416 77,670 76,894 76,125 75,364

2.58 78,198 78,455 64,753 ー ー ー

化石燃料使用量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

（ ガソリン ） Ｌ 仮基準 8,527 10,525 10,419 10,315 10,212

2.32 8,613 10,631 10,822 ー ー ー

化石燃料使用量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

（ 灯油 ） Ｌ 仮基準 1,869 1,844 1,826 1,808 1,790

2.49 1,888 1,863 1,689 ー ー ー

化石燃料使用量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

（ LPG ） Kg 仮基準 284 398 394 390 386

3.00 287 402 436 ー ー ー

排出量 産業廃棄物排出量削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

削減 （ 産業廃棄物 ) Ton 仮基準 366.5 873.6 865 856 848

(As・Co塊、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、他) ) 370.2 882.4 2,742.0 ー ー ー

産業廃棄物再資源化率

(As・Co塊、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、他) ) ％ 99.０以上 99.０以上 99.０以上 99.０以上

100.0 100.0 100.0 ー ー ー

水 1.0％削減 1.0％削減 1.0％削減

使用量 水使用量削減 m
3 仮基準 154 100 99 98 97

削減 （ 節水 ) 156 101 119 ー ー ー

環境に配慮した施工

（ICTを利用した施工） 件 年総工事件数 170 184

工事実績の記録 ICT工事件数 1 0

環境に配慮した運搬方法

過積載の禁止 件 クレーム件数 0 0

シートによる飛散防止 ％ 達成率 100% 100%

自らが受託し
た産業廃棄物
の収集運搬に
おける環境配
慮及びサービ
スの改善

年度は8月 ～ 翌年7月

環境経営目標項目 単位

製品、
サービス

への
環境配慮
(自社業
務の改

善)

作成：2020年9月1日
改定： 2022年  9月  20日
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５-１ 環境経営目標及び 環境経営計画の実績・取組結果とその評価 ○：達成度100% △：達成度95% ×：達成度94%以下

　二酸化炭素 基準値
排出量削減

（省エネルギー）
※電力排出係数 〇

　　・中部電力( R2年の調整後の数値使用 )

kg-CO2/kwh

・電力使用量削減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・夏の気温上昇に伴い ・秋になりエアコンの使用 ・目標値には未達成であっ
電力使用量が増加した が減り電力の使用量も減る たがほぼ目標に近い値に
この上昇は秋まで増加する と思われる なった
と思われる

・軽油使用量削減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かった

金井

143.7 123.5

18,788

24,422 15,227

16,061
116,482

26,593 29,310

15,066 12,266

3月22/1月

〇

20,247
12,133 27,556

22,606

5月2月
年間
評価21/8月 9月 10月 11月 4月12月

22,103

21,912

　環境経営目標の項目
推進
担当
者

環境経営目標
環境経営計画

161.6 143.2

44,518
20,44516,915

0.424

累計

累計

234,038219,264

累計評価ﾚﾍﾞﾙ

17,309

環
境
経
営
目
標

204,576

 2021年度（2021-8～2022-7） 環境経営計画／実績と評価

6月 7月

14,68816,571 15,374
71,112 100,422

14,774
189,202152,185 172,631133,397

19,711

117.0 115.9 117.8
131,348114,039

116.3
201,157161,641 174,354 188,891

14,537

117.1 117.3 116.1

12,713

目標
単月 22,606

実
績 累計目標比：%

単月 12,133 15,423

186.3
〇

146,57594,328

〇 〇 〇 〇

49,660 69,907

環
境
経
営
目
標

目標
単月 931 808 569
累計 931 1,738 2,308

〇
626 894

〇 〇
595 592

〇 〇
586 522 762 670 571

〇

7,2322,894 3,416 4,178 4,848
563 557

5,419 6,014 6,606

982 1,894 2,623
555

3,8273,272

8,126

6,766 7,323
870

実
績

単月 982 912 729 649
5,090 5,638

548 565

97.6

644 619
6,2034,471

93.4 98.8

○ ○

〇

8,193
99.2

× × 〇〇
96.1 97.0

・事務所・工事詰所の不要照明消灯

累計評価ﾚﾍﾞﾙ
88.4 89.2累計目標比：% 94.8 91.8

〇 ×

・空調機のフィルターの清掃

〇 〇〇

・昼休み時間の消灯
・空調機の運転温度設定・冷28゜c/暖20゜c

5,561

88.0 95.2

7,786
15,256
7,469

× ×

○

環
境
経
営
目
標

目標

・残業時間の不要照明消灯
・パソコンの外出時の電源切り

評価ﾚﾍﾞﾙ

累計
単月

環
境
経
営
計
画

○

四
半
期
総
合

評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ
○○

3,858

7,786

累計
201.8累計目標比：%

〇

68,199
6,220 4,546

118.9

6,632

5,597

56,463

51,303 57,523 63,084
9,397 10,573 5,128

24,653 35,226

43,153
5,3116,655

45,707
5,352

〇

3,409 4,433

〇
120.8119.9

60,896
3,857

64,753

5,114 4,926

4,814 5,087
77,670

47,967 53,054

73,124

120.8

○○○○ ○

〇 〇 〇

○

四
半
期
総
合

評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ

118.9 120.1 119.9

環
境
経
営
計
画

・不要なアイドリングはしない
・タイヤの空気圧のチェック
・車間距離は余裕をもつ運転をする

○ ○ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○

・工事現場への配車は効率よく行う
・エンジンブレーキを積極的に使う
・急発進、急加速は止める

○

〇 〇 〇

○

〇

○ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○○ ○ ○

172.0 150.8
8,868実

績

単月

評価ﾚﾍﾞﾙ

5,010 7,479
16,347

3,858
31,211 37,842

〇
129.3153.1

23,001

40,354
8,209

〇

評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○ ○ ○

田中
（祐）

・不要なアイドリングに注意する

・オペレーターへの注意喚起

・不要なアイドリングに注意する ・不要なアイドリングに注意する ・燃費効率が悪い作業がすくな

・重機作業自体が少なかった

・2021年目標値：8,126kwh　

・2021年実績値：8,193kwh　

・2021年目標値：7，7670L
・2021年実績値：6，4753L

・工事現場へは過剰荷物は無くす

・2021年目標値：２３４，０３８㎏ーco2

・2021年実績値：201，157㎏ーco2

2.58

累計
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3月22/1月 5月2月
年間
評価21/8月 9月 10月 11月 4月12月

　環境経営目標の項目
推進
担当
者

環境経営目標
環境経営計画

 2021年度（2021-8～2022-7） 環境経営計画／実績と評価

6月 7月

・ガソリン使用量削減

二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

酸
化
炭
素
排
出

　次年度の目標を見直します。

・灯油使用量削減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

・天候に左右されるため
　管理が困難

・LPG使用量削減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

　度の目標を見直します。

・2021年目標値：1,844L
・2021年実績値：1,689L

・2021年目標値：398㎏
・2021年実績値：436㎏

・舗装工事の使用が増加

130

　次年度の目標を見直します。

・舗装工事の使用が増加 ・舗装工事の使用が増加

金井

金井

堀内

環
境
経
営
目
標

目標
単月 883

2.32 評価ﾚﾍﾞﾙ 〇

実
績

単月 726

776637 693 640 723 1,122 1,605 738 1,025
累計 883 1,796 2,433 3,126 3,766 7,985

769
4,489 5,611

858 796688
10,524

803
9,4997,216 8,761

796

〇
86.7

8,859 10,020
878 1,083 1,160713 1,461

累計目標比：% 121.7 118.0 101.4 89.8
2,400 3,4831,522

107.989.2 95.3 97.2
10,8224,343 7,3995,031 5,889

○

107.9
6,686

〇 × × ×

○

98.9 94.8

環
境
経
営

計
画

・軽油と同様の活動を行った

評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○

× ×× × × ×

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ × △ × ×

・電力使用量削減と同様、
評価コメント

（是正処置・予防処置含む）

860

913

累計 726

252 0環
境
経
営
目
標

単月

単月

69 73 0 0 75
累計 0 71 324 324 694 1,138 1,627 1,696 1,769 1,769 1,769 1,844

実
績

単月 0 65

目標
0 71

115 370 245 432

370 444 489

246 18 68 0 0
累計 0 65 195 310 680 925 1,357 1,603 1,621 1,689 1,689 1,689

累計目標比：% 0.0 109.7 166.0 104.4 102.1 123.0 119.9 105.8 109.1 104.7 104.7 109.2
2.49 評価ﾚﾍﾞﾙ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

環
境
経
営

計
画

・暖房温度に注意し室温23℃に設定

評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

24.8 25.8

○ ○ ○ ○○ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

環
境
経
営
目
標

目標
単月 24.8 1.0 0.8

実
績

累計
1.0

○

・天候に左右されるため
　管理が困難

・天候に左右されるため
　管理が困難

152.2
57.7 67.1 0.8 81.2 86.8

26.6 84.3 151.4
29.8 40.3

364.6
1.2

363.6320.1 321.2 398.1
42.4 1.0 33.5

40.0 57.7 27.9
106.8

26.6 34.0 46.1 1.2
108.1 137.9

×
累計目標比：% 93.1 42.5 24.9

178.2累計 26.6 60.7

× × × × 〇

・舗装工事の使用が減

〇

四
半
期
 
 
 
　
　
 

総

合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○

環
境
経
営

計
画

評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○

・不要なガス燃焼は行わない
×

436.0408.1270.9
89.3103.5

×

○

103.8

○○ ○

233.4

○

・従業員教育を行う ・年度末により工事による

消費が増えた

・夜間工事照明による消費増加

○○ ○ ○ ○

○

×

92.7

78.0 109.8 85.4 86.1

○

38.1

○

○ ○

103.6

・電力使用量削減と同様、

○ ○

91.3
309.1 310.3 350.4

・電力使用量削減と同様、次年

〇 〇

○

・2021年目標値：10，525L

・2021年実績値：10，822L

評価ﾚﾍﾞﾙ3.00
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3月22/1月 5月2月
年間
評価21/8月 9月 10月 11月 4月12月

　環境経営目標の項目
推進
担当
者

環境経営目標
環境経営計画

 2021年度（2021-8～2022-7） 環境経営計画／実績と評価

6月 7月

　廃棄物排出量削減 （リサイクル推進）

・産業廃棄物
排出量削減

×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・工事内容により発生量が変化

　します。
　水使用量削減 （ 節水 ）

・水使用量削減

△

累計 28.0

15.8

〇 〇

67.3

度からは、目標は現状維持とする

堀内

累計 0.0

 するため管理は困難。

・分別の徹底と発生源調査を継続

67.3 83.2 83.2
0.0

100.0
0.0 16.8

金井

17.8 0.0 15.8
目標

単月 0.0 15.8
15.8 30.7 30.7 49.5 49.5
0.0 18.814.9 0.0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

×
〇

0.0 18.0

〇
〇

〇

・使用後の閉栓確認

単月

・各使用場所への節水表示

0.00.0

#DIV/0! 81.15

20.0

79.20

四
半
期
 
 
 
 

総
合

評
価

評価ﾚﾍﾞﾙ

総合評価ﾚﾍﾞﾙ

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

累計
累計目標比：%

評価ﾚﾍﾞﾙ
79.20
×

61.0
21.0 0.0 19.0

1.1 7.588.8 0.0環
境
経
営
目
標

目標
単月 28.0 40.5 0.0

実
績

単月
・2021年目標値：872.7ton

・2021年実績値：2，746.8ton

0.0 396.3
157.3 553.7 849.4

295.7 1.3
850.7 851.9 859.4 872.7

13.3
68.5 68.5 157.3 157.3

670.7 291.5356.4921.9 63.614.0 7.4 113.4 167.5 96.1
1,322.6 1,336.626.8 44.4 966.2

26.8 17.6
1,343.9 1,457.3 1,624.8 1,720.9

11.7
2,391.6

31.849.4 35.638.0 52.3
2,746.82,683.1

32.0

評価ﾚﾍﾞﾙ

11.9 11.8
○ ✖ ✖ ✖

○

✖✖

○

✖✖✖

○

✖ ✖

○○ ○ ○○

環
境
経
営

計
画

○

・分別徹底、再資源化の推進

・分別方法教育の実施と分別の徹底

・発生源対策推進

　　(工事ミス撲滅、整理整頓徹底)

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

〇
〇

19.0 0.0 22.0

累計
154.5 7.1

評価ﾚﾍﾞﾙ
累計目標比：%

○

〇

104.7

〇

20.00.0

○

○

39.0
78.69
×
〇

○ ○

0.0

〇
〇

〇〇

39.0
78.69
×
〇
〇

〇 〇

×
〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇

100.0
83.16
×
〇
〇

〇

84.03
79.0

85.22
×××

119.0100.079.0
85.22

20.0

○ ○

81.15
× ×

実
績

環
境
経

営
目
標

環
境
経
営

計
画

〇

〇

61.0

〇
〇

83.16

・生活用水のみの使用の為、次年

(As・Co塊、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊他）

・2021年目標値：100.0㎥
・2021年実績値：119.0㎥

・2ヶ月毎の請求書明細により数量を管理
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3月22/1月 5月2月
年間
評価21/8月 9月 10月 11月 4月12月

　環境経営目標の項目
推進
担当
者

環境経営目標
環境経営計画

 2021年度（2021-8～2022-7） 環境経営計画／実績と評価

6月 7月

　製品・サービス環境配慮 (自社業務改善への取組)

基準値
・環境に配慮した施工推進 ・実績値の記録
の為　ICT重機による工事の

推進。
　工事実績の記録。

1.ICT重機による工事の推進 × × × × × × × × × × × ×
2.3D測量を利用した設計、施工 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ICTを利用した工事の発注が
少なく中々進展しないが測量に
関しては増加している

基準値
・環境に配慮した運搬方法 ・実績値の記録 実
　過積載の禁止 績
　シートによる飛散防止

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・クレーム⇒過積載"ゼロ" 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⇒シート架設完全実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・産廃の収集運搬発生の都度、 ・前記と同様の行動を行った ・前記と同様の行動を行った ・前記と同様の行動を行った

法令の遵守事項(過積載禁止、

シート設置)を励行しました。

・運転者への収集運搬法規など
　指導・教育実施

森
田

森
田

金井

森田正治
'22-9/25

0

△△ △

田
中

△

〇
00 0

クレーム件数

△ △ △

00 00

△ △

0 0 0

△

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ △ △ △ △

社長 社長

環境管理
責任者

実
績
記
入
時

環境管理
責任者

田
中

田中豊
'22-9/27

0

△△

検印

評価ﾚﾍﾞﾙ

0 0 0

計
画
策
定
時

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

評価ﾚﾍﾞﾙ

実
績

環
境
経
営

目
標

環
境
経
営

計
画

金井

クレーム件数 0 0 0 0
〇 〇 〇 〇 〇

0 0
〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇〇

1,積み荷の高さにての確認指導

〇 〇

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

〇 〇

3,運搬時には荷台のシート設置を確認

〇 〇

環
境
経
営

計
画

〇 〇 〇 〇 〇

0

環
境
経
営

計
画

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ

2,運転者への指導及び教育

評価ﾚﾍﾞﾙ

評価ﾚﾍﾞﾙ
0

〇〇 〇
0
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５－２ 環境経営計画の実績とその評価  ( グラフとコメント- 1  ) 
2022-9/20

①　二酸化炭素排出量削減 コ　メ　ン　ト

・目標達成

・軽油使用量が目標達成の為(寄与率82.9%)、

  二酸化炭素排出量目標は達成でした。

　重点的にに活動する。

②　電力使用量削減 ・目標未達成

・未達成ではあるが目標にかなり接近している

  下記の省エネ活動を励行する

  ① 不必要な電灯のスイッチを切る

  ② 不在時のパソコンの電源off

  ③ 空調機の温度設定による管理及びフィルター清掃

  ④ 空調機の稼働時間を管理して、節電に勤めた。

③　化石燃料使用量削減  ( 軽油 ) ・目標達成

・軽油を消費する工種が少なかった。

・効率の良い施工方法や手順を及び省エネ運転の努力で、

　使用量の低減を志向します。　

・エコ10ドライブの励行を図るため、朝礼で指差唱和で　

  社有車の燃費改善を目指し削減努力で、

・改善策の事例 (同じ工事現場への移動は乗り合わせを

　朝礼時に申し合わせた。

・次年度も燃費管理の徹底とエコドライブの励行を図る。

④　化石燃料使用量削減 ( ガソリン ) ・目標未達成

・軽油と同様の活動と傾向です。

・2022年５月、6月に夜間工事を実施し、夜間照明が

　多かった為、ガソリン使用量が増加しました。

⑤　化石燃料使用量削減 ( 灯油 ) ・目標達成

・天候により寒い日が多かった為、灯油使用量が

変化しました。

・ 次年度以降は、化石燃料削減(軽油,ガソリン)を更に

0

50

100

150

200

250

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

目標

実績

目標

目標

実績

実績

目標

実績

GN

二酸化炭素寄与率
82.9%

二酸化炭素寄与率
1.9%

二酸化炭素寄与
12.5%

GN

GN

良

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0

二酸化炭素寄与
2.1%

目標
実績

GN

GN

GN

GN
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５－２ 環境経営計画の実績とその評価  ( グラフとコメント- ２  ) 2022-9/20

　⑦産業廃棄物 （As・Co塊、コンクリート塊等 ）排出量削減 ・目標未達成

 ・受注工事内容により発生量が変化するが、当社としても

　 、分別仕訳け方法等を社員・下請け業者にも徹底して、

 　リサイクル化を図り最終処分量の減少に努力する。

・尚今年度の産業廃棄物は、すべて工事現場からの'発生物で

　'中間処理場にて処理され再製品として利用される。

　⑨環境に配慮した施工 ( 安全・苦情処理・技能向上  )

　・ICT重機による工事の推進 ・ICT重機を活用した工事により効率向上。

　・建設工事現場でのＫＹＴの実施 ・各建設工事現場毎の実施を継続的に活動する。

　・苦情対応及び事故発生時の緊急事態対応訓練

　定着を図る。

　・事業に関連する・技能訓練及び講習会への参加 ・関連企業の研修会・講習会への積極的参加により

　技術・技能の向上を図る。

・訓練の実施、見直し検討さらにマニュアル化により

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3
千
t
o
n

目標

実績

ton

GN
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6 環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の取組項目 

作成：2022年9月 20日

担当 取組について

責任者 (  コメント  )

・空調機の運転温度設定・冷28゜c/暖20゜c 〇 ・空調機温度を意識した

・昼休み時間の消灯 〇 ・電灯の消灯を意識した

・事務所・工事詰所の不要照明消灯 〇 ・電源OFFを意識した 継続

電力量 ・パソコンの外出時の電源切り 〇 実施

二酸化 使用量 ・残業時間の不要照明消灯 〇

の削減 ・空調機のフィルターの清掃 〇

炭素

・不要なアイドリングはしない △

排出量 ・タイヤの空気圧のチェック △ ・日々の車両点検に注意した

化石燃料 ・車間距離は余裕をもつ運転をする 金井 △ ・安全教育等にて実施 継続

の削減 使用料 ・工事現場への配車は効率よく行う 〇 実施

の削減 ・エンジンブレーキを積極的に使う △

・急発進、急加速は止める △ ・安全教育等にて実施

・工事現場へは過剰荷物は無くす △

・暖房温度に注意し室温23℃に設定 〇

・不要なガス燃焼は行わない × ・工事内容により変動する

・分別の徹底とリサイクル化推進 金井 〇 継続

廃棄物の 実施

排出量 建設現場 ・分別徹底、再資源化の推進 〇 継続

廃棄物の削減 ・分別方法教育の実施と分別の徹底 金井 △ 実施

の削減 ・発生源対策推進 ( 工事ミス撲滅、整理・整頓徹底 ) △

・コピー用紙の再利用 堀内 〇 ・裏面使用,メモに利用 継続

紙資源 ・文書・資料の電子化推進 △ 実施

の削減 ・紙類分別の徹底 ( ダンボール、他の紙  )と 〇

リサイクル

・各使用場所への節水表示 〇 ・適正に努めた 継続

　　水使用量の削減 ・使用後の閉栓確認 堀内 〇 ・適正に努めた 実施

・２ヶ月毎の請求書明細により数量を管理 〇 ・適正に努めた

　製品・ ・ICT重機による工事の推進 金井 △ ・ICT対応の現場が少なく

サービス 環境に配慮 継続

環境配慮 した施工 ・3D測量を利用した設計、施工 金井 〇 実施
 (自社業務
改善への

取組)
設計

環境に配慮し
た運搬方法

過積載の禁止
・積み荷の高さにての確認指導（重量確認） 金井 〇 ・適正に努めた 継続

シートによる
飛散防止

・運転者への指導及び教育 金井 〇 ・適正に努めた 実施

・運搬時には荷台シートの設置確認 金井 〇 ・適正に努めた

安全 ・建設現場でのKYTの実施 金井 〇 ・各建設現場毎の実施、継続活動。

共通 苦情処理 ・苦情対応及び事故発生時の緊急連絡体制訓練 田中 〇 ・訓練実施

事項 技能向上 ・関連事業・講習会への参加。 森田 〇 ・講習会への積極参加

・エコアクション21定例報告 森田 △ ・毎月、ミーティング時に報告

評価凡例：　〇：取組できた、　△：更に取組が必要、　×：取組出来なかった

自らが受託
した産業廃
棄物の収集
運搬におけ
る環境配慮
及びサービ
スの改善

 (現状維持)

田中
(祐)

廃棄物の排出
量の削減

環境経営目標項目 環　境　経　営　計画

・徐々に導入している

評価 次年度
の活動

・アイドリングに対する意識の
徹底

実施件数が伸び悩んでいる

 (現状維持)
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７　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

 '(1)、当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反は有りませんでした。

法律 ・ 法規等の名称 適用内容 担当者 遵守状況

廃棄物処理法 ・収集運搬業者及び処分業者の委託契約 契約書・業者の認可証

・委託契約書の保管 ５年間保管

・マニフェストの管理・保管 期間内の返却確認,５年間保管（Ａ/Ｂ2/Ｄ/Ｅ票）

・産業廃棄物多量排出事業者の処理計画 ６月３０日までに許可権者に報告（前年度発生量が

　　　　　　　　　　　　　　及び実施状況報告 千トン超の場合）

・廃棄物の悪臭・粉塵飛散防止 

・実績報告(ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況報告) １年分(4月～翌年3月)を報告書にて報告(6月末まで)

・投棄の禁止 不法投棄を行わない

・保管場所の掲示 表示板掲示 (60cm×60cm 以上 )

静岡県産業廃棄物の ・産業廃棄物管理責任者選任 産業廃棄物管理責任者：

適正な処理に関する条例 ・産業廃棄物処理の委託先の実地確認と 毎年1回実施(優良処理業者は必要なし)

　その記録の保存

騒音規制法 ・作業開始7日前までに、都道府県知事 バックホウ(原動機定格出力80KW以上)

(特定建設作業) 　(市町村長) に届出 を使用する作業

・基準値の厳守 敷地境界線において85dBを超えないこと

・区域 、期間 、時間帯 、曜日規制の遵守 指定地域 ・時間帯規制

振動規制法 ・作業開始7日前までに、都道府県知事 杭打ち機を使用する作業

(特定建設作業) 　(市町村町) に届出

・基準値の厳守 敷地境界線において75dBを超えないこと

・区域 、期間 、時間帯 、曜日規制の遵守 指定地域 ・時間帯規制

建設リサイクル法 ・資源の有効な使用確保を図るとともに、 分別解体等の実施、再資源化等の実施

  産業廃棄物の発生の抑制、保全に関する

　為再生資源及び再生物の利用を目的 対象建設工事の請負契約書に記載し、

　とする。 お互いに交付する

労働安全衛生法 ・通知対象物質の取扱に関する内容の 社員への周知

　労働者への周知等 作業環境の確保、健康診断の実施等

グリーン購入法 ・再生資源その他の環境への負荷の低減 ・物品購入若しくは借用又は役務提供を受ける

に資する原材料、部品 場合は出来る限り、環境物品を選択する

・環境への負荷の低減に資する製品を用い ・事務用品のグリーン購入の推進を図る

環境への負荷低減に資する役務

浄化槽法 ・定期検査と清掃 毎年1回指定検査機関による検査

４ヶ月に１回保守点検

家電リサイクル法 ・特定家庭用機器廃棄物管理票 ・当該廃棄物を再商品化実施業者に引き

　マニフェストの管理・保管  渡す時にマニフェストを発行して３年間保管

大気汚染に関する法規 ・基準適合機械

大気汚染防止法 ［排気ガス対策型建設機械] 現場搬入時

　の確認 ・ 使用

オフロード法 ・適正な燃料の使用 燃料供給時

排気ガス対策型建設機械・点検整備の実施 ・点検記録、修理、の記録保存

普及促進規程 急発信 ・急加速 ・空ふかしの禁止

アイドリングストップの実施

フロン排出抑制法 ・重機に設置の空調機能力(7.5Kw未満,以上・7.5Kw未満の場合簡易点検(1回/3ヶ月)

・機器の使用に関する義務 ①機器の点検の実施　②点検等の履歴の保存 森田

 '(2)、更新時期：毎年 〇月に実施します。

 '(3)、違反・訴訟の有無：環境関連法規の関係機関からの指摘、利害関係者からの違反や訴訟は過去３年間はありませんでした。

2021年 9月　13日　　　　　環境管理責任者　　　森田　正治

堀内

各現場
担当者

〇

〇
③漏洩防止措置など　④フロン類算定漏えい量の報告

該当な
し

〇

各現場
担当者

田中

堀内

〇

〇

〇

備考（規制基準値、その他）

○

〇

各現場
担当者

該当工
事なし

騒音対
策機種
使用
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作成 ：２０２２年9月 29日

確認 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書 ：文章として作成しました

2 環境経営目標及び目標達成状況

3 環境経営計画及び取り組み実施状況

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況

5 外部コミュニケーション・対応記録

6 問題点の是正・予防措置の実施状況

7

8 その他（                                                ） ：

全体評価・コメント(環境経営システムの有効性、環境への取組の適切性等)

見直し項目
変更の
必要性

1 環境経営方針 有　・無

2 環境経営目標・計画 有　・無

3 環境経営活動計画・取組項目 有　・無

4 環境に関する組織・実施体制 有　・無

5 その他のシステム要素 有　・無

6 その他（外部への対応） 有　・無

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

：

：

：

：

：現状の目標値を見直すこと

　　　　　　　　　　    2022.9. 29　　田中　豊

　今後も工種や工事内容により燃料関係の使用量は変動すると考えられますが、効率の良い施工方法や手順を

８．　代表者による全体の評価及び見直し・指示

項    目

１
・
見
直
し
関
連
情
報

取引先、業界、関係行政機関、その他の
外部動向

：初年度取組の結果反映し目標再設定する

　考え、使用量の低減に努めます。また、従業員の省資源、省エネを意識し徹底したいと考えます。

：記録に記載いたします

：継続して取り組みます

：

：

：目標達成の為、各項目ごとの内容見直します

「有」の場合の指示事項等

・初年度、２年度目の活動を踏まえ、目標の再設定など検討して下さい。

・基準年度の2020年度に対して、2021年度のガソリンの使用量が増加しました。

　考えられる理由としては2022年５月、６月に夜間工事を実施し夜間照明用のガソリンの使用が増加した。

無

無

無

無
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